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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 21,206 △3.2 1,587 △50.2 1,150 △69.0

21年3月期第1四半期 21,911 ― 3,185 ― 3,712 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 1.56 1.15
21年3月期第1四半期 5.02 3.93

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 3,521,587 144,733 4.1 147.34
21年3月期 3,437,616 125,335 3.6 120.13

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  142,827百万円 21年3月期  123,440百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況について
は、３ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 ― 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

41,000 △8.1 1,700 ― 1,300 △46.2 1.76

通期 82,900 △5.5 8,100 ― 6,200 330.9 7.53

1



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料における業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報、及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在
における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 739,845,563株 21年3月期  739,841,714株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  696,965株 21年3月期  685,313株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 739,215,512株 21年3月期第1四半期 738,879,554株
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○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

２１年３月期

0 00 14 00 14 00第一種優先株式

0 00 15 00 15 00第４回第一種優先株式

0 00 10 00 10 00第二種優先株式

２２年３月期

第一種優先株式

第４回第一種優先株式

第二種優先株式

（ ）２２年３月期 予想

0 00第一種優先株式

0 00 13 00 13 00第４回第一種優先株式

0 00 10 00 10 00第二種優先株式

（注）第一種優先株式については、平成２２年１月３０日までに普通株式を対価とする取

得請求のなかった株式の全てを、平成２２年１月３１日をもって当社が取得し、当社

の普通株式を交付する予定です。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第１四半期決算短信
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期における連結経営成績につきましては、資金運用収益や役務取引等収益の
減少に伴い、経常収益は前年同期比7億5百万円減の212億6百万円となりました。経常費用
につきましては、その他経常費用が増加したことから前年同期比8億94百万円増の196億19
百万円となりました。

以上の結果、連結経常利益は15億87百万円（前年同期比15億98百万円の減益 、連結四）
半期純利益は11億50百万円（前年同期比25億62百万円の減益）となりました。

なお、第２四半期連結累計期間の業績予想に対する進捗率は、連結経常利益が93%、連
結四半期純利益が88%と、順調に推移しております。

２．連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期末における連結財政状態については、総資産が3兆5,215億円、純資産が
1,447億円となりました。

貸出金につきましては、2兆3,466億円（前連結会計年度末比318億円減少、前年同期末
比1,074億円増加）となりました。事業性貸出金は、企業の資金需要が弱く、前連結会計
年度末比減少しておりますが、消費者ローンは、住宅ローンを中心に引き続き増加基調に
あります。

預金・譲渡性預金につきましては、個人預金を中心に増加し、3兆2,830億円（前連結会
計年度末比851億円増加、前年同期末比655億円増加）となりました。

また、有価証券につきましては、8,227億円（前連結会計年度末比213億円増加、前年同
期末比1,060億円減少）となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

平成22年3月期の連結業績予想につきましては、平成21年5月15日に公表しました連結業
績予想からの変更はございません。

４．その他

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はございません。

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）
・減価償却費の算定方法

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間
按分する方法により算定しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

該当事項はございません。

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

該当事項はございません。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第１四半期決算短信
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５【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 53,276 60,991

コールローン及び買入手形 50,534 31,422

債券貸借取引支払保証金 113,994 41,760

買入金銭債権 5,025 5,211

商品有価証券 5,130 5,011

有価証券 822,776 801,474

貸出金 2,346,661 2,378,516

外国為替 1,536 3,980

その他資産 42,151 26,627

有形固定資産 33,916 34,054

無形固定資産 18,402 18,686

繰延税金資産 41,173 42,900

支払承諾見返 19,863 21,341

貸倒引当金 △32,856 △34,362

資産の部合計 3,521,587 3,437,616

負債の部   

預金 3,211,507 3,111,213

譲渡性預金 71,512 86,693

債券貸借取引受入担保金 1,394 －

借用金 28,324 42,617

外国為替 13 130

社債 13,800 13,800

その他負債 29,288 35,077

退職給付引当金 274 456

役員退職慰労引当金 40 72

睡眠預金払戻損失引当金 537 604

偶発損失引当金 295 272

支払承諾 19,863 21,341

負債の部合計 3,376,853 3,312,280

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成22年３月期  第１四半期決算短信
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金 64,630 64,630

利益剰余金 32,414 34,204

自己株式 △132 △132

株主資本合計 155,262 157,053

その他有価証券評価差額金 △12,432 △33,611

繰延ヘッジ損益 △3 △0

評価・換算差額等合計 △12,435 △33,612

少数株主持分 1,906 1,894

純資産の部合計 144,733 125,335

負債及び純資産の部合計 3,521,587 3,437,616
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

経常収益 21,911 21,206

資金運用収益 16,578 15,528

（うち貸出金利息） 12,595 12,334

（うち有価証券利息配当金） 3,827 3,115

役務取引等収益 3,371 2,872

その他業務収益 1,701 1,974

その他経常収益 259 830

経常費用 18,725 19,619

資金調達費用 3,036 2,567

（うち預金利息） 2,604 2,225

役務取引等費用 976 967

その他業務費用 1,713 1,023

営業経費 10,091 10,550

その他経常費用 2,908 4,509

経常利益 3,185 1,587

特別利益 1,868 443

固定資産処分益 17 －

貸倒引当金戻入益 1,510 －

償却債権取立益 339 443

特別損失 410 10

固定資産処分損 18 10

減損損失 392 －

税金等調整前四半期純利益 4,643 2,019

法人税、住民税及び事業税 152 184

法人税等調整額 776 642

法人税等合計  826

少数株主利益 1 42

四半期純利益 3,712 1,150

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成22年３月期  第１四半期決算短信
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（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第１四半期決算短信

( )継続企業の前提に関する注記3
該当事項はございません。

(4)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
該当事項はございません。
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＜その他の参考資料＞

平成２２年３月期第１四半期決算について

1. 平成２２年３月期第１四半期の業績概要

① 紀陽銀行単体

（単位：百万円）

平成22年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期

第1四半期 第1四半期 比較 業績予想値

(ａ) (ｂ) (ａ－ｂ)

14,870 15,051 △ 181業 務 粗 利 益

12,874 13,452 △ 578資 金 利 益

1,232 1,777 △ 545役 務 取 引 等 利 益

762 △ 178 940そ の 他 業 務 利 益

9,614 9,267 347経費（除く臨時処理分）（△）

1,120 － 1,120一般貸倒引当金繰入額（△）

4,135 5,784 △ 1,649業 務 純 益

4,484 5,695 △ 1,211う ち コ ア 業 務 純 益

△ 2,445 △ 2,267 △ 178臨 時 損 益

1,332 1,673 △ 341不良債権処理額（△）

867 1,659 △ 792うち貸出金償却（△）

99 － 99うち個別貸倒引当金繰入額（△）

△ 893 △ 637 △ 256株 式 関 係 損 益

△ 220 43 △ 263そ の 他

(第２四半期累計期間)2,700
1,689 3,516 △ 1,827経 常 利 益

( 通期 )9,900

375 1,475 △ 1,100特 別 損 益

－ 1,657 △ 1,657うち貸倒引当金戻入益

2,064 4,992 △ 2,928税 引 前 四 半 期 純 利 益

15 13 2法人税、住民税及び事業税（△）

743 825 △ 82法 人 税 等 調 整 額 （ △ ）

(第２四半期累計期間)2,200
1,306 4,153 △ 2,847四半期（中間・当期）純利益

( 通期 )8,100

2,066 △ 181 2,247与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ）

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益控除後の業務純益です。

２．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る貸倒引

当金戻入益

３．（△）は損失項目です。

当第１四半期（平成21年4月1日～平成21年6月30日）の紀陽銀行の経営成績は、貸出金利息や有価

証券利息などによる資金利益や個人年金保険販売などによる役務取引等利益が、経済活動や金融市場

の低迷などにより伸び悩んだことから、コア業務純益は前年同期比12億11百万円減少し、44億84百万

円となりました。また、前年同期は貸倒引当金戻入益を特別利益に16億57百万円計上しておりました

が、当第１四半期は、貸倒引当金を12億23百万円繰入いたしました。この結果、四半期純利益は、前

年同期比28億47百万円減少し、13億6百万円となりました。

なお、四半期純利益につきましては、第２四半期累計期間業績予想に対して、59.3％の進捗となっ

ております。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第１四半期決算短信
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（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第１四半期決算短信

② 紀陽ホールディングス連結

（単位：百万円）

平成22年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期

第1四半期 第1四半期 比較 業績予想値

(ａ) (ｂ) (ａ－ｂ)

15,816 15,925 △ 109連 結 粗 利 益

12,960 13,541 △ 581資 金 利 益

1,905 2,395 △ 490役 務 取 引 等 利 益

950 △ 11 961そ の 他 業 務 利 益

10,550 10,091 459営 業 経 費（△）

1,035 － 1,035一般貸倒引当金繰入額（△）

不良債権処理額（△） 1,732 1,929 △ 197

1,187 1,915 △ 728うち貸出金償却（△）

179 － 179うち個別貸倒引当金繰入額（△）

△ 893 △ 629 △ 264株 式 関 係 損 益

(第2四半期連結累計期間)1,700
1,587 3,185 △ 1,598経 常 利 益

( 通期 )8,100

432 1,457 △ 1,025特 別 損 益

－ 1,510 △ 1,510うち貸倒引当金戻入益

2,019 4,643 △ 2,624税金等調整前四半期純利益

184 152 32法人税、住民税及び事業税（△）

642 776 △ 134法 人 税 等 調 整 額 （ △ ）

(第2四半期連結累計期間)1,300
1,150 3,712 △ 2,562四半期（中間・当期）純利益

( 通期 )6,200

2,324 92 2,232与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ）

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

＋（その他業務収益－その他業務費用）

２．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る貸倒引

当金戻入益

３．（△）は損失項目です。

当第１四半期の連結経営成績につきましては、当社グループの中核である紀陽銀行における、前ペ

ージ「①紀陽銀行単体」での経営成績を主因に、15億87百万円の経常利益（前年同期比15億98百万円

の減益）となりました。

なお、四半期純利益につきましては、第２四半期連結累計期間業績予想に対して、88.4％の進捗と

なっております。
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２．預金、貸出金の残高【単体】

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成21年6月末 平成21年3月末 平成20年6月末

預金・譲渡性預金（末残） 32,995 32,140 32,329

うち預金 32,250 31,193 31,505

うち個人預金 24,908 24,483 24,742

貸出金（末残） 23,540 23,856 22,472

うち消費者ローン 8,231 8,116 7,488

うち住宅ローン 7,081 6,975 6,356

３．預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険等）残高【単体】

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成21年6月末 平成21年3月末 平成20年6月末

投資信託残高 1,301 1,145 1,835

公共債残高 754 764 783

投資信託・公共債合計残高 2,055 1,910 2,619

個人年金保険等 1,949 1,839 1,445

（注）個人年金保険等は、販売累計額を記載しております。

４．自己資本比率【連結】【単体】

（紀陽ホールディングス連結、第二基準）
（単位：億円）

平成21年6月末 平成21年3月末

自己資本比率 11.00 ％ 10.96 ％

Ｔｉｅｒ１比率 8.20 ％ 8.16 ％

自己資本額 1,960 1,940

うちＴｉｅｒ１ 1,461 1,445

リスクアセット等 17,816 17,706

総所要自己資本額 712 708

（紀陽銀行単体、国内基準）
（単位：億円）

平成21年6月末 平成21年3月末

自己資本比率 10.47 ％ 10.43 ％

Ｔｉｅｒ１比率 7.64 ％ 7.62 ％

自己資本額 1,856 1,837

うちＴｉｅｒ１ 1,355 1,341

リスクアセット等 17,715 17,603

総所要自己資本額 708 704

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第１四半期決算短信
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（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第１四半期決算短信

５．時価のある有価証券の評価差額【単体】

（紀陽銀行単体）

○その他有価証券の評価差額
（単位：億円）

平成21年6月末 平成21年3月末 平成20年6月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 5,912 △237 86 323 5,647 △461 37 498 8,404 △201 96 297

株式 462 △ 15 62 77 422 △109 31 141 551 △ 10 83 93

債券 3,078 △ 22 16 38 3,143 △ 52 6 59 5,496 △ 63 10 74

その他 2,371 △198 8 207 2,080 △298 0 298 2,355 △127 1 129

（注２） 69 69 － 71 71 － － － －

総合計 △167 156 323 △389 109 498 △201 96 297

（注１）有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権も含めております。
（注２）紀陽銀行では、21年 3月期第３四半期において、企業会計基準委員会実務対応報告第25号を考慮し、変動利付国

債の時価については合理的に算定された価額を適用しておりますが、併せて同実務対応報告第26号を適用し、保
有している変動利付国債の全てについて「その他有価証券」から「満期保有目的の債券」へ保有目的区分を変更
しております。このため、振替時の時価と償却原価との差額6,996百万円（平成21年6月末時点）、7,166百万円
（平成21年3月末時点）が、その他有価証券に係る評価差額として純資産の部に計上されております。

（注３）21年6月末における「その他有価証券評価差額金」は△12,964百万円、21年3月末における「その他有価証券評価
差額金」は△34,139百万円であります。

○満期保有目的の債券で時価のあるもの
（単位：億円）

平成21年6月末 平成21年3月末 平成20年6月末

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損価額 価額 価額

2,199 △14 7 22 2,250 △42 3 45 742 △6 1 8

○子会社・関連会社株式で時価のあるもの

該当ありません。

６．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」【単体】

（紀陽銀行単体）
（単位：億円）

平成21年6月末 平成21年3月末 平成20年6月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 304 316 293

危険債権 526 559 665

要管理債権 87 84 183

小計 918 961 1,142

（合計債権残高に占める比率） ( 3.84%) （ 3.96%） ( 4.98%)

正常債権 22,978 23,286 21,754

合計 23,896 24,248 22,896

以 上
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